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し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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税
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並
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す
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質
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三 

衆
議
院
議
員
風
早
八
十
二
君
提
出
浅
草
税
務
署
の
不
当
徴
收
並
び
に
浅
草
警
察
署
の
不
法
逮
捕
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

所
得
税
の
課
税
標
準
と
取
引
高
税
の
課
税
標
準
と
は
、
税
の
性
質
及
び
課
税
の
方
法
が
異
る
た
め
必
ら
ず
し
も
一
致
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
所
得
額
と
取
引
額
の
間
に
は
相
当
程
度
の
関
連
が
あ
る
の
で
、
御
質
問
の
よ
う
な
事
実
が
あ
れ
ば

再
調
査
の
上
訂
正
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
納
税
義
務
者
が
取
引
金
額
又
は
税
額
に
つ
い
て
更
正
決
定
を
受
け
た
場

合
に
、
そ
の
更
正
決
定
金
額
に
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
一
箇
月
以
内
に
不
服
の
事
由
を
具
し
て
審
査
請
求
が
で
き
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
件
は
納
税
義
務
者
に
お
い
て
異
議
が
な
い
も
の

と
し
て
確
定
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

二 

国
税
徴
收
法
第
三
十
一
條
ノ
二
に
は
審
査
請
求
中
で
あ
つ
て
も
徴
收
又
は
滯
納
処
分
の
執
行
を
妨
げ
な
い
旨
の
規
定
が

あ
り
差
押
は
不
当
で
は
な
い
。｢

警
察
力
を
借
り
て
…
…
…
…
職
権
濫
用
う
ん
ぬ
ん｣

と
あ
る
が
、
十
一
月
二
十
一
日
に
差

押
の
た
め
臨
場
の
と
き
本
人
及
び
数
名
の
第
三
者
か
ら
い
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
差
押
調
書
を
取
上
げ
ら
れ
た
事
実
に
か 



三 

国
家
地
方
警
察
本
部
が
、
警

庁
か
ら
求
め
た
報
告
に
よ
る
と
、
浅
草
警
察
署
で
は
、
收
税
官
吏
か
ら
の
応
援
要
請
に

基
ず
き
、
捜
査
係
員
二
名
制
服
員
一
名
計
三
名
を
收
税
官
吏
に
同
伴
せ
し
め
て
室
川
方
に
派
遣
、
差
押
執
行
に
立
会
わ
し

め
た
と
こ
ろ
、
收
税
官
吏
の
差
押
執
行
に
当
り
、
室
川
吉
雄
は
こ
れ
に
組
付
い
て
屋
外
に
押
し
出
し
、
又
、
浅
草
商
工
会

事
務
員
野
島
茂
登
一
は
收
税
官
吏
の
所
持
す
る
差
押
調
書
を
破
る
等
の
暴
行
を
加
え
、
公
務
の
執
行
を
妨
害
し
た
の
で
、

刑
法
第
九
十
五
條
の
公
務
執
行
妨
害
罪
容
疑
と
し
て
右
の
二
名
を
現
行
犯
逮
捕
し
た
も
の
で
あ
つ
て
不
法
に
逮
捕
し
た 

り
、
職
権
を
濫
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

ん
が
み
、
二
十
二
日
臨
場
に
際
し
て
も
再
び
こ
の
よ
う
な
脅
威
の
発
生
を
予
期
さ
れ
た
の
で
、
警
察
官
の
同
行
を
求
め
た

次
第
で
あ
つ
て
、
現
に
二
十
二
日
に
お
い
て
も
予
想
通
り
遂
に
多
勢
に
差
押
を
拒
ま
れ
自
余
の
財
産
搜
索
も
不
能
と
な
り
、

あ
ま
つ
さ
え
差
押
調
書
を
破
棄
さ
れ
る
に
至
つ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
何
ら
職
権
濫
用
の
事
実
は
な
い
。 

な
お
、
右
の
二
名
は
十
一
月
二
十
三
日
東
京
地
方
検
察
庁
に
送
庁
、
室
川
吉
雄
は
同
日
身
柄
釈
放
、
野
島
茂
登
一
は
十

日
間
の
検
事
拘
留
の
の
ち
、
十
二
月
二
日
身
柄
釈
放
と
な
つ
て
お
り
、
両
名
と
も
処
分
留
保
中
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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